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√∞⇔⁸ ─ ⌐ ∂ ≤∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 
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─ ╩ ⇔≡⁸ │

─ │ ⌐

─ ╩ √∆ ⌐ ╡⁸ ╩ ⌐ ─
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＜参考２＞  既存集落維持活性型地区計画における建築物の用途制限の概要 

建 築 物 等 の 用 途 適否 備      考 

住宅，共同住宅，寄宿舎，下宿   ○   

兼用住宅で，非住居部分の床面積が，50㎡以下かつ 

建築物の延べ床面積の 2分の 1未満のもの 
○   

店舗等の床面積が 1,500㎡以下のもの ○   

事務所等の床面積が 1,500㎡以下のもの ○   

ホテル，旅館   ▲  ▲ 1,500㎡以下 

ボーリング場，スケート場，水泳場，ゴルフ練習場，バッティング練習場等 ▲  ▲ 1,500㎡以下 

カラオケボックス等   ×   

麻雀屋，ぱちんこ屋，射的場，馬券・車券発売所 ×   

劇場，映画館，演芸場，観覧場 ×   

遊
戯
施
設
・風
俗
施
設 キャバレー，ダンスホール等，個室付浴場等 ×   

幼稚園，小学校，中学校，高等学校 ○   

大学，高等専門学校，専修学校等 ○   

図書館等   ○   

巡査派出所，一定規模以下の郵便局等 ○   

神社，寺院，教会等   ○   

病院   ○   

公衆浴場，診療所，保育所等 ○   

老人ホーム，身体障害者福祉ホーム等 ○   

老人福祉センター，児童厚生施設等 ○   

公
共
施
設
・病
院
・
学
校
等 

自動車教習所   ▲  ▲ 1,500㎡以下 

単独車庫（附属車庫を除く）   ▲  ▲ 300㎡以下 2階以下 

建築物附属自動車車庫 

  建築物の延べ面積の 1/2以下かつ備考欄に記載の制限 
▲  ▲ 2階以下 

倉庫業倉庫   ▲  ▲ 1,500㎡以下 

畜舎（15㎡を超えるもの）   ▲  ▲ 1,500㎡以下 

パン屋，米屋，豆腐屋，菓子屋，洋服店，畳屋，建具屋， 

自転車店等で作業場の床面積が 50㎡以下 
○   

危険性や環境を悪化させるおそれが非常に少ない工場 ▲  ▲ 50㎡以下 

危険性や環境を悪化させるおそれが少ない工場 ×   

危険性や環境を悪化させるおそれがやや多い工場 ×   

危険性が大きいか又は著しく環境を悪化させるおそれがある工場 ×   

自動車修理工場   ▲  ▲ 150㎡以下 

量が非常に少ない施設 ▲  ▲ 1,500㎡以下 

量が少ない施設 ×   

量がやや多い施設 ×   

工
場
・倉
庫
等 

火薬，石油類，ガスなどの 

危険物の貯蔵・処理の量 

量が多い施設 ×   

卸売市場，火葬場，と畜場，汚物処理場，ごみ焼却場等 ■  ■ 都市計画決定が必要 

○：建てられる用途  ×：建てられない用途  ▲：面積，階数等の制限あり  ■：都市計画決定が必要 

 
 



 

 

＜参考３＞ 
大規模土地開発事業に係る事前協議・個別法手続フローチャート

期間については案件に
より不定（１～数年） 約２ヶ月 約５～８ヶ月

§16 §15 §17 §19 §20

§17

約６～８ヶ月（大規模集客施設は９～１８ヶ月）

※期間は、標準的な期間を示した
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本申請

地区計画の都市計画決定手続

事前調整
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１世帯あたりの自動車普及台数は全国７番目、人口千人あたりでは４番目に高く、多くの県民の日常
生活には乗用車が欠かせない状況で、都市機能の郊外化を後押ししていると一因と考えられます。
一方、本県では公共交通機関分担率が低く、高齢者等乗用車を運転できない交通弱者の移動制約

は、全国と比べて大きいと考えられます。

本県では、総人口が２０１５年（平成27年）頃までは概ね295～300万人程度で安定的に推移し、２０

３０年（平成42年）頃には概ね270～285万人程度になると見込まれます。一方で高齢者人口の割合は

上昇するものと見込まれます。

参考資料 本県の都市を取り巻く環境

１． 少子・高齢社会の到来

２． 都市人口の動向
本県では、広い可住地に都市が分散しており、線引き都市では、市街化調整区域内人口の割合及

び人口密度が共に高く、非線引き都市では白地地域の居住割合が増加しています。
こうした都市と人口の広がりが、大規模商業施設等都市機能の郊外立地ニーズを強く後押ししてい

ると考えられます。
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都市計画区域における居住者人口の割合の推移

市街化区域内人口

 72%

市街化区域内人口

 51%

市街化区域内人口

52%

市街化調整

区域内人口

 10%

市街化調整

区域内人口

 32%

市街化調整

区域内人口

 35%

非線引き

都市計画区域

 18%

非線引き

白地地域

 13%

非線引き

白地地域

 9%

非線引き

用途地域

 4%

非線引き

用途地域

 4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

Ｈ１２

Ｈ２

３． モータリゼーションと公共交通の現状
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（全国第４位）
４４７

人口千人あたり自動車普及台数
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【DID地区の人口密度及び公共交通分担率】

ₒ ─ ≤─ ₓ 18 3

資料：「2006年社会生活統計指標」「H17都市計画年報」

資料：「国土交通省」

出典：「国勢調査」

【人口構成の推移と見通し】

(出典：新茨城県総合計画「元気茨城戦略プラン」)
(出典：新茨城県総合計画「元気茨城戦略プラン」)

【茨城県の人口の実績と見通し】
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資料：「都市計画基礎調査」

 
 



 

 

農業などの第１次産業就業者の割合が減少し、情報・サービス産業などの第３次産業就業者

の割合が高まっています。それに伴い、農地の減少や工場跡地の増加などが見受けられます。

４．産業構造の変化

５． 市街地の動向
市街地（ＤＩＤ：人口集中地区）の拡大は収束しましたが、その人口比率が減少に転じ、郊外（ＤＩＤ地

区以外）への定住が進行しているものと考えられます。一方、商店街へのアンケートでは、来街者が
⌂ↄ⌂∫√≤™℮ ⅜ ╩ ╘≡⅔╡⁸ ─ ⅝ ⅜ ∆╢ ≢∆⁹

６． 大規模な集客施設の立地動向と用途地域内未利用地の状況
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（単位　店）
小売業 飲食業 サービス業 空き店舗合計 現在の店舗数 空き店舗率（％）

平成17年度 697 123 102 922 6,932 11.7
平成14年度 628 189 123 940 6,950 11.9

※　空き店舗・・・従前店舗として使用していた建物（個店・テナント）で、概ね6ヶ月以上、

　　店舗として使用されていないもの

Ợ ─

Ợ ⅝ ─

大規模集客施設（１００００㎡超）立地動向
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設で見てみると、近年は用途地域外の土
地への立地も多くなってきています。一方
で、用途地域内の土地の有効活用が課題
となっています。
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資料：「平成１２年度都市計画課調べ」
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資料：「国勢調査」

資料：「農地調整年報」

資料：「国勢調査」

資料：「茨城県 平成17年度 商店街実態調査」

資料：「茨城県」

 


